
過疎化が進む地域に向けた工学的支援について

　高知県の中山間地域における過疎化は深刻な問題である。人口1人の集落が存在し、
日々の生活に支障をきたしている場合もある。この減少傾向は高知の中山間地域だけでは
なく、日本全体を取り巻く大きな社会問題となっている。これらの過疎化地域および、関
連する地域をフィールドにおける、地域再生または地域防災をメインテーマとして、そこ
での生活様式やそれを取り巻く社会状況について理解し、それらと環境とのかかわりを考
えること目的とします。特に高知工科大学の工学的エッセンスをつかった地域再生・地域
防災のテーマにたいした取り組みの大切さを学び、そのフィールドでの課題解決を念頭に
おいた実験・実習課題に取り組みます。本実験・実習課題は、以下のプロセスにしたがっ
て実施します。

①課題発見セミナーをワークショップ
　ここでは、中山間地域に実際に行っ
て、農耕作業や生活の作業を体験的に
学び、その中で日本が抱えている問題
点について発見します。また、現状存
在する課題例1-4について体験し感じ
た事柄をPPT形式にまとめて3分程度
プレゼン形式で各自発表し、その後に
課題解決に向けたワークショップを開
催します。

②プロトタイプ機器の立案とプレゼンテー
ション
　ここではワークショップでまとめあ
げた課題解決案に基づいて、現在遂行
可能・行動可能なアイデアにリサイズ
(目標設定の調整)をおこなって実施に
向けての立案をグループワークとして
考えてプレゼンテーションを行います。
③プロトタイプ機器に製作と実験
　ここではプロトタイプ機器の製作のための資料収集・機器設計を行い。製作を行います。
機器の材料についてもインターネット等で価格を調査して製作費用の見積もりも作成しま
す。作成した資料・設計図案・見積もり価格を報告書に取りまとめて提出し、予算が確定
の後、機器の作成・実験をキャンパス内で実施します。

④フィールド実験と成果報告
　作成したプロトタイプ機器を中山間地域にもって行き、フィールド実験を行います。
データを持ち帰ったあと、報告書とポスタープレゼンテーションを作成し、ワークショッ
プでポスター形式の発表を行います。
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